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事例33◆東京経済大学

１．大学の概要

東京経済大学は、1900（明治33）年、明治期実業界

の先導者の一人である大倉喜八郎によって創設された

大倉商業学校を前身としている。その建学の理念は、

世界共通の商業知識を身に付け、世界を相手として商

業活動をすることのできる経済人（『世界に通用する商

人』）を育成するところにあった。

その後、1920（大正９）年に大倉高等商業学校に昇

格し、さらに、第二次大戦後の1949（昭和24）年に学

制改革に伴って新制大学に昇格し、校名を東京経済大

学に改め、経済学部１学部の単科大学として発足した。

1950（昭和25）年には短期大学部、1964（昭和39）年

には経営学部を設置し、1970（昭和45）年以降、大学

院を開設し、その拡充を図った。

1990年代に入り、教育の質的充実と社会の多様化す

る教育需要に応えるため、学生総定員を増やさずに学

部学科の再編成が進められた。1995（平成７）年に我

が国最初のコミュニケーション学部を開設し、さらに

1998（平成10）年に経営学部に流通マーケティング学

科、本学創設100周年に当たる2000（平成12）年に21

世紀の法化社会の人材育成を目指す現代法学部、2002

（平成14）年に経済学部に国際経済学科を開設した。

また同年、学部学科という枠組みを越えて学ぶこと

ができる「21世紀教養プログラム」が設けられた。

このようにして、本学はほぼ10年の間、現代社会の

諸要請に積極的に対応し、学部・学科・大学院の整

備・拡充を図り、カリキュラムや教育方法にも創意工

夫をこらしつつ改善を図り、複雑化した社会において

多様な課題に対処できる能力を身に付けた人材の育成

のため、不断の教育改革に取り組んできた。

２．本プログラムの概要

本学の理念には、「建学の理念である『進一層』の気

概を持ち、『責任と信用』を重んじ、実践的な知力を身

に付けてグローバル社会で活躍する人材の育成を図る」

ことが明確にうたわれている。とりわけ、「学生ととも

にある大学」であることを宣言し、「学生一人ひとりの

立場にたって、学生生活を支援し、学習環境の不断の改

善に努める」ことが大学の目的とされている。2004（平

成16）年度から学生支援等担当副学長を設置し、そのも

とで、全学的に学生支援に関わる各種委員会を糾合し、

「学生支援会議」をスタートさせたが、その目標も「入

学から卒業までを通した総合的な学生支援」を行うため

である。

本学は、2007（平成19）年度より、これまで行ってき

た正課・課外の各種学生支援をより体系的に充実させる

と同時に、建学の理念の具現化と社会的要請の強い「社

会人基礎力の育成」を目指して、「TKUベーシックプロ

グラム」をスタートさせた。そのため、すべての学部学

生が身に付けてほしい「10の力」を「TKUベーシック

力」と定め、「○○ができるようになる」という身近な

目標を提示し、修得の具体的なガイドとなる『TKUベ

ーシック力ブック』を作成した。

さらに「TKUベーシック力」の修得支援を行い、入

学から卒業まで総合的にサポートする「学習センター」

を新たに設け、個別相談や独自講座・イベントを行う。

「学習センター」の企画・運営は、「教員運営委員」、入

学から卒業までに関わるすべての学生支援部署から選抜

された「職員サポーター」、学生会をはじめとする学生

諸団体代表による「学生サポーター」、身近な相談相手

である「大学院生サポーター」の四者の協働で行われる

点が特長である。

３．本プログラムの趣旨・目的

（１）取組を実施するに至った動機と背景

本学は、現在、「東経大プロフェッショナル宣言！一

歩先へ、チャレンジできる大学です」という広報を展
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開している。これは、2007（平成19）年度より「TKU

チャレンジシステム」という新しい教学上の試みを始

めたからである。「チャレンジ」というとありふれた言

葉に思われてしまうが、本学にとっては、建学の理念

に関わる最重要キーワードであり、創立者の大倉喜八

郎が好んで使った言葉である「進一層」をわかりやす

く言い換えたものである。「TKUチャレンジシステム」

は、「アドバンストプログラム」と「ベーシックプログ

ラム」の２つから構成されている。

「アドバンストプログラム」は、各学部の伝統や特

色を生かし、資格の取得、キャリア形成、特定の能力

開発を目指すものである。プロフェッショナルな資格

を目指すのが、経営学部の「会計プロフェッショナル

プログラム」と現代法学部の「法プロフェッショナル

プログラム」。キャリア支援を強く意識したのが経済学

部の「金融キャリアプログラム」。経済学部の「海外研

修特別コース」は、海外体験や語学力の向上を目指す。

いずれも目的が明確化した特定の学生を対象に支援し

ようという特進的な正課プログラムである。さらに正

課外ではあるが、全学部対象の「TKUベルリッツプロ

グラム」がある。

一方、「ベーシックプログラム」は、本学に入学して

くる様々なタイプやレベルの学生に対し、「一歩先へ」

を強く意識してもらい、チャレンジ目標を積極的に見

つけることを目的としたプログラムである。合わせて、

本格的な「チャレンジ」をする場面に遭遇してもあわ

てないように、必要となる基礎的な力（TKUベーシッ

ク力）を身に付けてもらうための総合的な学生支援プ

ログラムである。

すでに、本学に入学してくる半数近くが推薦入学や

AO入試といった複数教科の学力試験のチェックを受

けていない学生である。入試偏差値は50前後であるが、

実際の入学者の成績格差は歴然とある。そこで、やは

り、早期に全学共通の基礎学力を身に付けてもらう必

要がある。

（２）本学における取組の意義（意味）

学内で「ベーシックプログラム」を検討するにあた

り、まず、どのような観点で、どこで議論するかが問

題になった。従来であれば、「基礎学力」や「学習支援」

の課題なので、全学教務委員会や全学共通教育センタ

ー・各学部の教務委員会で議論されるところだが、「人

間力」や「キャリア形成」の観点を重視し、総合的な

学生支援であると位置づけ、「学生支援会議」のもとに

「ベーシックプログラム委員会」を新設した。学生支援

等担当副学長が責任者となり、全学教務委員長、学生

委員長、全学共通教育センター長、学生支援部長、学

務課長、キャリアセンター長によって構成される。当

委員会では、「若年者就職基礎能力」や「社会人基礎力」

等の社会からの要請を強く意識し、他大学の先行事例

も参考にしながら、まず、「本学の理念・目的・教育目

標」を再確認し、それを具現化し、他大学にはない本

学の独自性や特色がでるような「TKUベーシック力」

をまとめる作業を行った。その結果、これまで抽象的

であった「本学の理念・目的・教育目標」が社会から

の要請と一致して、みるみる現実的なものに変化して

いった。

それぞれの能力項目についての具体的な修得方法と

しては、従来から、各学部・全学共通教育センターの

「正課カリキュラム」で各種授業が開講されているもの

もあり、課外でも「キャリアセンターの就職・キャリ

ア支援行事」、「キャリアサポート講座での資格取得支

援」等が積極的に展開されており、学生相談室をはじ

めとする対学生窓口をもつ各部署でも学生個別支援が

行われてきた。

しかしながら、あらためて「TKUベーシック力」の

重要性を認識し、さらにこれらを充実させ、これまで、

各部局で個別に行われてきた支援活動を有機的に結び

付け、一層の修得成果を上げなくてはならない。

そのためには、既存の組織や各部署を横断的に結び

付け、連携を強化させるコーディネート機能や足りな

い支援を補完する機能、新しい実験的な支援の試みを

する機能が必要であり、その中心となるのが新設した

「学習センター」である。

それを企画・運営するのが、専任教員の運営委員

（相談員）と学生支援部学習センター職員から構成され

る「学習センター運営委員会」である。さらに、入学

から卒業までの学生支援を担当する関係事務部署から

各１名ずつ選抜した「職員サポーター」、学生会（自治

会）を初めとする学生７団体から各１名ずつの代表者

を募る「学生サポーター」、「大学院生サポーター」の

協働で、「学習センター」の企画・運営を支援する。そ

して、以上の全学的な「TKUベーシック力」修得支援

協働活動を総称して、「ベーシックプログラム」と呼ぶ。

４．本プログラムの独自性（工夫されている内容）

（１）本学独自の特色

（i）TKUベーシック力

TKUベーシック力は、３つの区分の「10のちから」
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から構成される。

〈TKUベーシック力の基本的区分〉

I TKUアイデンティティ

①「進一層」の力　

②TKU常識力

II 現代版読み書きそろばん

③日本語力

④数的思考力

⑤英語基礎力

⑥IT活用力　

III TKU社会人基礎力

⑦TKUマナー力　

⑧キャリア形成力　

⑨調査・分析・論理的思考力　

⑩実践的コミュニケーション力

「TKUベーシック力Ⅰ」として、新入生に対し、ま

ず、他大学にはない本学独自の歴史と伝統の力を示す。

本学の大倉商業学校以来の107年の歴史で10万人いる

卒業生のそれぞれの「進一層（創始者の大倉喜八郎を

はじめ、先輩方の様々な活躍）」を知ることによって

様々な刺激や元気をもらう。

また、本学の持つ人的・物的教育資源の活用を積極

的にアピールし、「東経大生」であることの自信と誇り

を持ち、最初の第一歩（進一層）を踏み出してもらい

たい。

さらに、社会科学系の総合大学である本学の他には

ない強みは、４学部（経済・経営・コミュニケーショ

ン・現代法）の総合力で、「就職基礎能力」も「社会人

基礎力」も育成することが容易であるということであ

る。「経済・経営の常識を備え、法化社会にも適応でき、

コミュニケーション能力の高い学生」という理想像が

浮かび上がる。「TKUベーシック力Ⅰ」で設定した

「TKU常識力」は、まさに、４学部のどの学生でも全

員が本学の総合力の基礎の基礎を持つということであ

る。

「TKUベーシック力Ⅱ」は、現代版読み書きそろば

んであり、４年間の学習のベースになる力である。英

語やコンピュータ・リテラシーは正課で必修科目とな

っており、日本語力や数的思考力も選択科目で開講さ

れているが、特にこれらの力は、就職試験の筆記試験

でも必須であり、現代学生の弱点とも言われているの

で特に強化したい。

「TKUベーシック力Ⅲ」は、将来各自がどんなキャ

リアを歩もうと真の実力となっていく「ジェネリック

スキル」であり、身に付ける場所は、正課ではゼミや

各種の少人数授業が中心となるが、サークル活動・文

化祭等の実行委員会やインターンシップ、ボランティ

ア等課外活動の場も重要であり、大学全体でのトータ

ルな学生支援が必要となる。

（ii）『TKUベーシック力ブック』

これらの「TKUベーシック力」については、能力の

厳密な定義やレベル設定をし、その到達度を客観的に

測る考え方もあるが、本学では、まず、学生に「TKU

ベーシック力」の必要性や重要性を知ってもらうこと

が最優先であり、最初は、「TKUベーシック力」それ

ぞれの大まかな「身に付ける目安」を示すことにした

（表１参照）。

そして、その具体的なガイドブックとして『TKUベ

ーシック力ブック』（写真１参照）を作成し、１年生に

は、入学式での学長の説明とともに全員に配付し、１

年次ゼミ等で活用している。２年次生以上の希望者に

も配付し、上級生のゼミで活用されている例もある。

なお、今回、ブックの作成に当たって、基本構想を

学生サポーターに示し、アンケート調査で回収した意

見を編集に反映した。今後も『TKUベーシック力ブッ

ク』は、学生・教職員・外部者等の評価を積極的に反

映・改善し、３年計画で内容を完成させる。

（iii）「学習センター」

2007（平成19）年10月に開設した「学習センター」

（写真２参照）において、「TKUベーシック力（10の力）」

の修得支援を中心に学習全般にわたる個別相談や独自

講座・イベントを行う。「学習センター」の施設は、

「個別相談スペース」「みんなで学習スペース」「講座・

ひとりで学習スペース」からなり、とりわけ「みんな
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写真１　『TKUベーシック力ブック2007』
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写真２「学習センター」入口

写真３「学習センター」スタッフ（インテーカー） 写真５「講座・ひとりで学習スペース」

写真４「みんなで学習スペース」

表１　TKUベーシック力の具体的な目安



で学習スペース」は学生・教職員が協働で企画・運営

を行う積極的なコミュニケーションスペースであり、

学生・教職員双方の元気支援センターともなる。学生

の視点からの多彩なイベントや講座を実験的に取り組

み、成果が期待できるものは、正課教育等での実施に

移行していく。なお、学習スペースは、20時まで利用

可能であり、夜間と土曜日は「大学院生サポーター」

が相談に応じる（業務内容は表２参照）。

（２）他大学での導入の可能性

本学における「ベーシック力」育成支援は、正課授

業における学生個別管理を強化する方法ではなく、学

生・教職員のコミュニケーションの中から様々な「小

さな成果」を丁寧に褒めていくことで、学生を元気付

け、大学全体が活性化することを期待するソフトな手

法である。本学のような中規模大学では、導入しやす

いと思われる。

５．本プログラムの有効性（効果）

学生支援会議のもとで総合化された現在の学生支援

にさらに「TKUベーシック力の育成」という目標が明

確に設定され、「学習センター」という実働部隊が誕生

したことで、一層有機的な連携支援が可能となる。ま

た、学生参加型である点が特長で、「学習センター」の

成果が、学生支援会議を通して、FDや教学改革にも生

かされることになる。

６．本プログラムの改善・評価

ベーシックプログラム委員会や「学習センター」の

活動は、定期的に学生サポーターの評価点検を受け、

さらに一般学生の意見聴取も行う。学生支援会議でも

定期的にチェックされ、改善指示書がまとめられる。

必要に応じて教授会等の教学組織や予算編成等の大

学運営組織でも点検を受け、次年度の活動を再構築す
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表２　「学習センター」の主要業務



る。また、「学習センター」の活動を広く学外公開する

イベントを開催し、外部者の点検も受ける。

７．本プログラムの実施計画・将来性

「TKUベーシックプログラム」は、学生支援会議の

下で「ベーシックプログラム委員会」が管理運営して

いく。「学習センター」は「学習センター運営委員会」

と「職員サポーター」と「学生サポーター」「大学院生

サポーター」の四者で企画運営し、段階的に卒業生や

専門相談員（外部スタッフ）へ協力を広げていく。な

お、補助期間終了後も人的・物的・財政的には本学が

長期的な取組を行う。

「TKUベーシックプログラム」の年次計画は次の通

り。

2007（平成19）年度

「TKUベーシック力（10の力）」を明確化し、その重

要性を広く学生に知ってもらうために『TKUベーシッ

ク力ブック』を作成し、新入生全員に配付し、１年次

ゼミ等で活用する。2007（平成19）年10月に開設の

「学習センター」において、「TKUベーシック力」の修

得支援を中心とした学習に関する教職員による個別相

談を開始する。また、センター独自のイベントや講座

を企画実施し、学生のセンター利用促進に努力する。

2008（平成20）年度

学生、教職員の声を基に『TKUベーシック力ブック』

の改訂版を作成する。２年目は、全学生を配付対象と

し、正課授業との連携を深める。また、10の力ごとの

『サブガイドブック』を作成する。「学習センター」に

おける相談員を拡大し、教職員のみならず、学生サポ

ーター、卒業生サポーター等も積極的に活用する。

「TKUベーシック力検定」等学生諸団体と共催するイ

ベントも企画する。外部公開のシンポジウムを開催す

る。

2009（平成21）年度以降

『TKUベーシック力ブック』を完成させ、入学前の

高校生等を含め広く社会にむけて発信していく。「学習

センター」は、「休学者・退学希望者」「成績不振者・

留年生」「その他のハンディキャップのある学生」等に

もサポートを拡大していく。正課において「TKUベー

シック力」を修得支援する全学共通の授業科目の常設

化を目指す。学生の留年率の減少と就職率の増加、

休・退学率の減少を目指す。

選
　
定
　
理
　
由

東京経済大学においては、学生支援に対する明確な理念や目標を持ち十分な効果が得られていると認められ

ます。現在の取組も学生支援等担当副学長を置き、その指揮下に設置した「学生支援会議」を通じて体系づけ

られており、教員組織と事務組織が一体となった意思決定手順や実施体制が十分整っていると認められます。

今回申請のあった「TKUベーシックプログラム」の取組は、単に「基礎学力」をつけさせるというものでな

く、社会的ニーズに呼応する「社会人基礎力の育成」を目指し、入学してくる学生に対して「建学の精神」を

十分に教育することによる「アイデンティティーの確立」を根底に置いた上にプログラムが策定されているこ

とに優れた意義が認められます。また、新たに開設される「学習センター」は、学生・教職員が協働して企

画・運営を行うという学生参加型であることも評価できます。

現在の学生支援の取組を発展させる形で、新たな取組が立案されており、これを実施することにより十分な

効果の拡大が期待され、他の大学等の参考となる優れた取組であると言えます。
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